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(57)【要約】
【課題】実質的に密閉状態となるインク収容部を備えた
カラー顔料インクのインクセットを用いながらも、イン
ク収容部のリップルやインクの比重の差に伴って発生す
る混色現象を、効率的に解決することが可能なインクジ
ェット記録装置およびメンテナンス方法を提供する。
【解決手段】吸引動作の後に、複数のノズル列のそれぞ
れからインクの比重に応じた量の予備吐出を実行する。
具体的には、相対的に比重の大きいインクの予備吐出量
を相対的に比重の小さいインクの予備吐出量よりも多く
設定する。また、比重の差が大きいインクの組み合わせ
は、互いに距離をおいたノズル列から吐出させるように
配置する。これにより、インクの比重の差によって引き
起こされるノズル内への他色インクの流入を極力抑えな
がらも、その流入量に応じた適切な量の予備吐出を実行
することが出来る。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のインクと、該第１のインクよりも比重の大きい第２のインクを少なくとも含む複
数のインクをそれぞれ収容する複数のインク収容部と、
　該インク収容部のそれぞれから供給されるインクを吐出する複数のノズル列を備えた記
録ヘッドと、
　該記録ヘッドの前記複数のノズル列の吐出口を一括してキャップするキャップ手段と、
　前記キャップ手段によるキャップ中に前記キャップ内に負圧を発生させることにより、
前記複数のノズル列からインクを吸引する手段と、
　前記吸引の後に、前記第１のインクよりも前記第２のインクの方が多く吐出されるよう
に、前記複数のノズル列のそれぞれから前記複数のインクを吐出する予備吐出手段と
を有することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記第１のインクと前記第２のインクが、前記複数のノズル列のうち、隣り合うノズル
列から吐出されることを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記第１のインクと前記第２のインクの比重の差が０．０２以上であることを特徴とす
る請求項１または２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記予備吐出手段は、前記複数のノズル列のそれぞれから吐出する回数を調整すること
により、前記第１のインクよりも前記第２のインクの方が多く吐出されるようにすること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記予備吐出手段は、前記複数のノズル列のそれぞれから吐出するインク滴の体積を調
整することにより、前記第１のインクよりも前記第２のインクの方が多く吐出されるよう
にすることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記複数のインクのうち、少なくとも前記第２のインクは、色材として顔料を含有する
インクであることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のインクジェット記録装
置。
【請求項７】
　前記インク収容部は、負圧を内部に発生させるための手段を備え、且つ前記記録ヘッド
にインクを供給する供給口を除いて密閉状態となることを特徴とする請求項１乃至６のい
ずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　第１のインクと該第１のインクよりも比重の大きい第２のインクを少なくとも含む複数
のインクを、それぞれ収容する複数のインク収容部から供給されたインクを吐出する複数
のノズル列を備えた記録ヘッドを用いるインクジェット記録装置のメンテナンス方法であ
って、
　前記記録ヘッドの前記複数のノズル列の吐出口を１つのキャップを用いて一括してキャ
ップする工程と、
　前記キャップ工程の間に前記キャップ内に負圧を発生させることにより、前記複数のノ
ズル列からインクを吸引する工程と、
　前記吸引の後に、前記第１のインクよりも前記第２のインクの方が多く吐出されるよう
に、前記複数のノズル列のそれぞれから前記複数のインクを吐出する予備吐出工程と、
を有することを特徴とするインクジェット記録装置のメンテナンス方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のインク収容部から供給された複数種類のインクを、複数のノズル列か
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ら吐出することによって画像を記録するインクジェット記録装置に関する。特に、密閉状
態となるインク収容部の複数から供給されたインクを、複数のノズル列から吐出する記録
ヘッドに対する、メンテナンス処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録装置においては、インクを吐出する記録素子（ノズル）を備えた記
録ヘッドに対し、安定してインクを供給することが求められる。一般に、インクは、イン
クタンクのインク収容部から記録ヘッドへと供給され、ノズルを形成する微細なインク路
の毛細管力によって個々のノズルの吐出口近傍まで導かれる。しかし、この供給が過多に
なってしまうと、記録ヘッドの記録性能の低下やインク漏れが招致されるので、吐出口近
傍では上記毛細管力とは反対方向への力によって、好適なインクメニスカスが形成されて
いるのが好ましい状態とされている。通常、このような反対方向の力は、インク収容部内
の負圧によって生み出され、従来では、インク収容部の圧力を調整するために、様々な方
法が検討されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、記録ヘッドに対するインク水頭圧を抑制する構成が開示され
ている。また、特許文献２、３および４には、インク収容部の内部に負圧発生部材として
の多孔質部材を収容し、ここにインクを保持する構成が開示されている。このような構成
であれば、多孔質部材がそれ自身の吸収力によってインクを保持するので、インク収容部
には大気連通口を設けることが可能となり、収容室内部は大気圧が維持される。しかし一
方で、このような構成のインクタンクは、インク収容部の全てをインクのために使用する
ことが出来なかったり、多孔質部材に吸収されているインクの全てを最後まで使い切るこ
とが出来なかったり、といういくつかの欠点も有している。更に、画像の耐侯性向上を図
るために、顔料インクを吐出するインクジェット記録装置も提供されているが、顔料は水
溶液中に溶解し難く、多孔質部材に吸収させても、その粒子が沈降してしまう。よって、
顔料インクを使用する場合には上記構成のインクタンクは適切ではない。
【０００４】
　これに対し、特許文献５および６には、多孔質部材などによって保持されていない生の
インクをインク収容部内に収容し、負圧発生部材として圧力板やバネ部材を用いる構成が
開示されている。このような構成であれば、収容部内における顔料粒子の沈降を、様々な
工夫を施すことによって妨げることが出来る。また、インク収容部内の容積はインクのた
めにのみ使用することが出来、更にそのインクを略最後まで使い切ることが出来る。よっ
て、顔料インクを用いたインクジェット記録装置では、このような構成を有するインクタ
ンクを用いるのが一般になっている。この場合、生のインクが収容されているインク収容
部に大気連通口を設けることは出来ないので、インク収容部の内部は記録ヘッドにインク
を供給する供給口を除いて実質的に密閉状態となる。以下、このようなインク収容部のこ
とを、本明細書において「密閉状態となるインク収容部」と称する。
【０００５】
　ところで、インクジェット記録装置においては、記録ヘッドの吐出を安定した状態に維
持するために、記録ヘッドに対するメンテナンス処理を適宜行っている。メンテナンス処
理には、主に、記録ヘッドの吐出口から強制的にインクを吸引することによりヘッド内部
の泡や不純物を除去する吸引動作、吐出口表面の液滴を払拭するためのワイピング動作、
さらに実際の記録に先立って吐出動作を整える予備吐出動作が含まれる。
【０００６】
　このうち、吸引動作では、記録ヘッドに配列する吐出口列をキャップで覆い、当該キャ
ップに連通された吸引ポンプによってキャップ内に負圧を発生させ、吐出口列からインク
を吸引する。このとき、複数のインク色のノズル列それぞれに対し、個別にキャップが用
意される場合もあるが、パーソナルユース向けに小型に製造された記録装置においては、
複数のノズル列の吸引を、１つのキャップによって一括して行う構成が主流になっている
。但し、この場合には、キャップ内に複数色のインクが混在する状態で吸引されるので、
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吸引動作を行った後には、ワイピング動作を行うことによって、吐出口表面に付着するイ
ンクを払拭する必要がある。また、吸引動作時には、ポンプの作動を停止してからキャッ
プを外すまでの短い時間内で、吐出口表面に付着したインクやキャップ内に残存するイン
ク（以下、インク残渣と言う）がインク収容部の負圧力によって、ノズル内の液路にまで
引きこまれる現象が生じる。よって、吸引動作を行った後には、このような液路に存在す
る混色インクが充分に排出される程度に、予備吐出動作を行うことが一般になっている。
以下、本明細書においてこのようなメカニズムで発生する液路内の混色を第１の混色現象
と称する。
【０００７】
　このときの予備吐出動作については、必要とされる予備吐出の発数がインク色によって
異なることを鑑みて、従来より様々な提案がなされている。例えば、特許文献７や８には
、他色インクが混入しても色相が変化し難いブラックインクは、他色よりも予備吐出数を
少なくし、他色インクの混入により色相が変化しやすいイエローインクは、他色よりも予
備吐出発数を多くする予備吐出方法が開示されている。特に、上記特許文献７には、キャ
ッピングした際に端部に位置するノズル列ほど混色の度合いが大きいことに着目し、端部
に位置するノズル列の予備吐出数を中央部に位置するノズル列よりも多く設定する方法も
開示されている。また、特許文献９には、インク収容部の内部の負圧を想定し、当該負圧
に応じて予備吐出数を調整する方法が開示されている。更に特許文献１０には、加圧回復
後の各色インクタンクの圧力を調整するためにインク色毎に予備吐出数を変える提案がな
されている。
【０００８】
【特許文献１】特開２００２－２３４１８３号公報
【特許文献２】特開昭６３－１１８２６０号公報
【特許文献３】特開平０２－５２２号公報
【特許文献４】特開平０７－０６０９８４号公報
【特許文献５】特開２００３－１９１４８９号公報
【特許文献６】特開２００３－２５１８２１号公報
【特許文献７】特開平０７－１２５２６３号公報
【特許文献８】特開昭０７－１９５７０８号公報
【特許文献９】特開平０８－９０７９６号公報
【特許文献１０】特開２００５－２８７８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、本発明者らの鋭意検討によれば、上述したような第１の混色現象とは異
なるメカニズムで発生し、従来の予備吐出方法では解決しきれない新たな混色現象が発生
することが確認された。このような新たな混色現象を、以下、便宜上第２の混色現象と称
する。
【００１０】
　第１の混色現象は、インク収容部の負圧力によってキャップ内のインク残渣が個々の液
路に吸引されて起こる現象であり、インク色によって多少のばらつきがあるにせよ、液路
内の混色インクが排出される程度の予備吐出を行えば解決されるものであった。よって、
多孔質部材にインクを保持した大気連通口を有するインクタンクでも、実質的に密閉状態
となるインク収容部を有するインクタンクでも確認される現象であった。
【００１１】
　これに対し、第２の混色現象は、特異的なインク色にのみ発生する現象であり、第１の
混色現象を解決するために要される程度の予備吐出では解決に及ばないものであった。そ
して、実質的に密閉状態となるインク収容部を有するインクタンクで、且つインク収容部
内のインクが僅かになった場合に顕著に現れることが確認された。更に、このような第２
の混色現象が発生したノズル列内の混色インクを除去することを目的として、繰り返し吸
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引動作を行うと、むしろ当該ノズル列での混色現象が悪化する結果となってしまった。具
体的には、吸引動作を繰り返すほど、当該ノズル列が吐出するインクとは異なるインクが
、ノズルの液路に止まらず、個々のノズルに共通して連結された共通液室や、更にその奥
のインク供給路にまで流入してしまっていたのである。
【００１２】
　本発明者らは、上記現象を踏まえ鋭意検討を行った結果、第２の混色現象は、吸引動作
時に伴う液路内部の負圧変動（以下、リップルと呼ぶ）と、複数のノズル列が吐出するイ
ンクの比重のバランスによって引き起こされる現象であるという知見に至った。具体的に
は、比重の小さいインクの方が比重の大きいインクよりも流動的であるので、比重の大き
いインクのノズル列での負圧が大きくなると、比重の小さいインクが比重の大きいインク
のノズル内部に流入して行ってしまうのである。そして、このように一度液路に流入した
比重の小さいインクは、そこに負圧が存在し、且つ液路の内部で液体の流動性が失われな
い限り、記録ヘッドの内部へと移動し続ける。その結果、インク流路の内部には、複数の
色材が偏った分布で存在するようになり、負圧をかけた状態で放置したり吸引動作を重ね
たりするほど、この現象は強くなっていくのである。
【００１３】
　上記リップルは、大気連通口を有するインク収容部よりも、大気連通口を有さない実質
的に密閉状態となるインク収容部を有するインクタンクのほうが大きい。また、インク収
容部内のインクが僅かになった場合に大きくなる。このようなことからも、上記第２の混
色現象の発生状況についての説明がつく。
【００１４】
　　本発明は、上記問題点を鑑みてなされたものである。よって、その目的とするところ
は密閉状態となるインク収容部を備えたカラーインクのインクセットを用いながらも、上
記第２の混色現象を効率的に解消することが可能なインクジェット記録装置、および記録
装置のメンテナンス方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　そのために本発明では、第１のインクと、該第１のインクよりも比重の大きい第２のイ
ンクを少なくとも含む複数のインクをそれぞれ収容する複数のインク収容部と、該インク
収容部のそれぞれから供給されるインクを吐出する複数のノズル列を備えた記録ヘッドと
、該記録ヘッドの前記複数のノズル列の吐出口を一括してキャップするキャップ手段と、
前記キャップ手段によるキャップ中に前記キャップ内に負圧を発生させることにより、前
記複数のノズル列からインクを吸引する手段と、前記吸引の後に、前記第１のインクより
も前記第２のインクの方が多く吐出されるように、前記複数のノズル列のそれぞれから前
記複数のインクを吐出する予備吐出手段とを有することを特徴とする。
【００１６】
　また、第１のインクと該第１のインクよりも比重の大きい第２のインクを少なくとも含
む複数のインクを、それぞれ収容する複数のインク収容部から供給されたインクを吐出す
る複数のノズル列を備えた記録ヘッドを用いるインクジェット記録装置のメンテナンス方
法であって、前記記録ヘッドの前記複数のノズル列の吐出口を１つのキャップを用いて一
括してキャップする工程と、前記キャップ工程の間に前記キャップ内に負圧を発生させる
ことにより、前記複数のノズル列からインクを吸引する工程と、前記吸引の後に、前記第
１のインクよりも前記第２のインクの方が多く吐出されるように、前記複数のノズル列の
それぞれから前記複数のインクを吐出する予備吐出工程と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、インクの比重の差によって引き起こされるノズル内への他色インクの
流入量に応じた適切な量の予備吐出を実行することが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
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　以下、本発明に適用可能な実施例を詳細に説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の実施例に適用可能なインクジェット記録装置の斜視図である。また、
図２及び図３は、インクジェット記録装置の内部機構を説明するための図であり、図２は
右上部からの斜視図、図３はインクジェット記録装置の側断面図をそれぞれ示したもので
ある。
【００２０】
　給紙を行う際、給紙トレイＭ２０６０に積載されている記録媒体の一部が、給紙ローラ
Ｍ２０８０と分離ローラＭ２０４１から構成されるニップ部に送られる。この記録媒体の
うち、最上位の記録媒体のみがニップ部で分離され、装置内部へと搬送される。用紙搬送
部に送られた記録媒体は、ピンチローラホルダＭ３０００及びペーパーガイドフラッパＭ
３０３０に案内されて、搬送ローラＭ３０６０とピンチローラＭ３０７０とのローラ対に
送られる。搬送ローラＭ３０６０とピンチローラＭ３０７０で構成されるローラ対は、Ｌ
Ｆモータの駆動により回転され、この回転により記録媒体はプラテンＭ３０４０上を搬送
される。
【００２１】
　キャリッジＭ４０００は、記録ヘッドＨ１００１とこれにインクを供給するインクタン
クを搭載した状態で、キャリッジモータＥ０００１の駆動力によって図２のＸ方向に走査
可能になっている。この走査の間に、記録ヘッドＨ１００１は、電気基板Ｅ００１４から
送信される記録信号に基づいて、インクを吐出する。このような１回の記録走査が終了す
ると、搬送ローラＭ３０６０とピンチローラＭ３０７０から成るローラ対によって、記録
媒体が図２のＹ方向に所定量搬送される。以上のような記録走査と搬送動作とを交互に繰
り返すことにより、記録媒体に段階的に画像が形成される。なお、本実施例の記録ヘッド
Ｈ１００１は、個々のノズルに熱エネルギ発生源となる電気熱変換素子を備えており、記
録信号に基づいた熱エネルギの作用により吐出口からインクを吐出する仕組みになってい
る。
【００２２】
　画像の記録が完了した記録媒体は、第１の排紙ローラＭ３１１０と拍車Ｍ３１２０との
ニップに挟まれ、排紙トレイＭ３１６０に排出される。
【００２３】
　Ｍ５０１０は、記録ヘッドＨ１００１の吐出口面に密着するキャップである。また、Ｍ
５０００は、キャップＭ５０１０に密着された記録ヘッドの複数のノズル列から、インク
を吸引するためのポンプである。本実施例のインクジェット記録装置において、キャップ
Ｍ５０１０は、記録ヘッドＨ１００１に配列し複数のインクをそれぞれ吐出する複数のノ
ズル列を一括して覆う１つのキャップで構成されている。キャップＭ５０１０を記録ヘッ
ドＨ１００１に対しキャップし、そのキャップ中にポンプＭ５０００による吸引動作を行
う。更に、吸引動作が終了した後、キャップＭ５０１０は記録ヘッドから離される。更に
その状態でポンプＭ５０００を動作させることにより、キャップＭ５０１０に残っている
インクは廃インクタンクへと吸引される。
【００２４】
　図４は、本実施例で適用する記録ヘッドカートリッジＨ１０００に、インクタンクＨ１
９００を装着する様子を示した図である。ヘッドカートリッジＨ１０００は、記録ヘッド
Ｈ１００１と、インクタンクＨ１９００を搭載する手段、及びインクタンクＨ１９００か
ら記録ヘッドにインクを供給するための手段を有しており、キャリッジＭ４０００に着脱
可能に搭載される。本実施例の記録ヘッドＨ１００１は、異なるインクを吐出可能な６列
のノズル列が備わっており、図に示すように、それぞれのインクタンクＨ１９００がヘッ
ドカートリッジＨ１０００に着脱自在となっている。尚、インクカートリッジＨ１９００
の着脱は、キャリッジＭ４０００にヘッドカートリッジＨ１０００が搭載された状態で行
うことが出来る。
【００２５】
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　以下、インクジェット記録装置で適用可能なインクセットの例について具体的に説明す
る。
【００２６】
　（水性媒体）
　インクセットを構成するインクには、水及び水溶性有機溶剤を含有する水性媒体を用い
ることが好ましい。インク中の水溶性有機溶剤の含有量（質量％）は、インク全質量を基
準として３．０質量％以上５０．０質量％以下とすることが好ましい。又、インク中の水
の含有量（質量％）は、インク全質量を基準として５０．０質量％以上９５．０質量％以
下とすることが好ましい。
【００２７】
　水溶性有機溶剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。メタノー
ル、エタノール、プロパノール、プロパンジオール、ブタノール、ブタンジオール、ペン
タノール、ペンタンジオール、ヘキサノール、ヘキサンジオール、等の炭素数１～６のア
ルキルアルコール類。ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド等のアミド類。アセ
トン、ジアセトンアルコール等のケトン又はケトアルコール類。テトラヒドロフラン、ジ
オキサン等のエーテル類。ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等の平均
分子量２００、３００、４００、６００、及び１，０００等のポリアルキレングリコール
類。エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、トリエチレング
リコール、１，２，６－ヘキサントリオール、チオジグリコール、ヘキシレングリコール
、ジエチレングリコール等の炭素数２～６のアルキレン基を持つアルキレングリコール類
。ポリエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート等の低級アルキルエーテルアセ
テート。グリセリン。エチレングリコールモノメチル（又はエチル）エーテル、ジエチレ
ングリコールメチル（又はエチル）エーテル、トリエチレングリコールモノメチル（又は
エチル）エーテル等の多価アルコールの低級アルキルエーテル類。Ｎ－メチル－２－ピロ
リドン、２－ピロリドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン等。中でも特に、１
，５－ペンタンジオール、平均分子量１，０００のポリエチレングリコール、ジエチレン
グリコール、グリセリン、又は２－ピロリドンを用いることが好ましい。又、水は、脱イ
オン水（イオン交換水）を用いることが好ましい。
【００２８】
　（色材）
　色材は、従来のインクに用いられるものであれば、何れのものも用いることができる。
具体的には、アニオン性基を有する染料や、顔料を用いることができる。但し、各色の比
重ばらつきの点から、染料を用いる場合よりも顔料を用いる場合の方が、本発明の効果が
より顕著に現れる。顔料は、分散剤を用いて顔料を分散する樹脂分散タイプの顔料（樹脂
分散型顔料）や、顔料粒子の表面に親水性基を導入した自己分散タイプの顔料（自己分散
型顔料）を用いることができる。又、顔料粒子の表面に高分子を含む有機基を化学的に結
合した顔料（樹脂結合型自己分散顔料）、顔料の分散性を高めて分散剤等を用いることな
く分散可能としたマイクロカプセル型顔料等も用いることができる。
【００２９】
　色材として染料を用いる場合には、カラーインデックス（ＣＯＬＯＵＲ　ＩＮＤＥＸ）
に記載されている酸性染料、直接染料、反応性染料であれば何れのものも用いることがで
きる。又、カラーインデックスに記載のない染料であっても用いることができる。本発明
においては、特に、アニオン性基、例えば、カルボキシル基やスルホン酸基を有する染料
を用いることが好ましい。インク中の染料の含有量（質量％）は、インク全質量を基準と
して１．０質量％以上１０．０質量％以下、更には１．０質量％以上５．０質量％以下と
することが好ましい。
【００３０】
　染料をカラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）ナンバーで示すと、例えば、以下のものを用い
ることができる。Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー：８、１１、１２、２７、２８、３３、３
９、４４、５０、５８、８５、８６、８７、８８、９８、１００、１１０等。Ｃ．Ｉ．ダ
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イレクトレッド：２、４、９、１１、２０、２３、２４、３１、３９、４６、６２、７５
、７９、８０、８３、８９、９５、１９７、２０１、２１８、２２０、２２４、２２５、
２２６、２２７、２２８、２３０等。Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー：１、１５、２２、２５
、４１、７６、７７、８０、８６、９０、９８、１０６、１０８、１２０、１５８、１６
３、１６８、１９９、２２６等。Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー：１、３、７、１１、１７、
２３、２５、２９、３６、３８、４０、４２、４４、７６、９８、９９等。Ｃ．Ｉ．アシ
ッドレッド：６、８、９、１３、１４、１８、２６、２７、３２、３５、４２、５１、５
２、８０、８３、８７、８９、９２、９４、１０６、１１４、１１５、１３３、１３４、
１４５、１５８、１９８、２４９、２６５、２８９等。Ｃ．Ｉ．アシッドブルー：１、７
、９、１５、２２、２３、２５、２９、４０、４３、５９、６２、７４、７８、８０、９
０、１００、１０２、１０４、１１７、１２７、１３８、１５８、１６１等。
【００３１】
　色材として顔料を用いる場合には、カーボンブラックや有機顔料を用いることが好まし
い。インク中の顔料の含有量（質量％）は、インク全質量を基準として０．１質量％以上
１５．０質量％以下、更には１．０質量％以上１０．０質量％以下とすることが好ましい
。
【００３２】
　ブラックインクは、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、チャ
ンネルブラック等のカーボンブラックを顔料として用いることが好ましい。具体的には、
例えば、以下の市販品等を用いることができる。レイヴァン：７０００、５７５０、５２
５０、５０００ＵＬＴＲＡ、３５００、２０００、１５００、１２５０、１２００、１１
９０ＵＬＴＲＡ－ＩＩ、１１７０、１２５５（以上、コロンビア製）。ブラックパールズ
Ｌ、リーガル：３３０Ｒ、４００Ｒ、６６０Ｒ、モウグルＬ、モナク：７００、８００、
８８０、９００、１０００、１１００、１３００、１４００、２０００、ヴァルカンＸＣ
－７２Ｒ（以上、キャボット製）。カラーブラック：ＦＷ１、ＦＷ２、ＦＷ２Ｖ、ＦＷ１
８、ＦＷ２００、Ｓ１５０、Ｓ１６０、Ｓ１７０、プリンテックス：３５、Ｕ、Ｖ、１４
０Ｕ、１４０Ｖ、スペシャルブラック：６、５、４Ａ、４（以上、デグッサ製）。Ｎｏ．
２５、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４７、Ｎｏ．５２、Ｎｏ．９００、Ｎｏ．２３０
０、ＭＣＦ－８８、ＭＡ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００（以上、三菱化学製）。又
、本発明のために新たに調製したカーボンブラックを用いることもできる。勿論、本発明
はこれらに限定されるものではなく、従来のカーボンブラックを何れも用いることができ
る。又、カーボンブラックに限定されず、マグネタイト、フェライト等の磁性体微粒子や
、チタンブラック等を顔料として用いてもよい。
【００３３】
　有機顔料は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。トルイジンレッ
ド、トルイジンマルーン、ハンザイエロー、ベンジジンイエロー、ピラゾロンレッド等の
水不溶性アゾ顔料。リトールレッド、ヘリオボルドー、ピグメントスカーレット、パーマ
ネントレッド２Ｂ等の水溶性アゾ顔料。アリザリン、インダントロン、チオインジゴマル
ーン等の建染染料からの誘導体。フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン等のフ
タロシアニン系顔料。キナクリドンレッド、キナクリドンマゼンタ等のキナクリドン系顔
料。ペリレンレッド、ペリレンスカーレット等のペリレン系顔料。イソインドリノンイエ
ロー、イソインドリノンオレンジ等のイソインドリノン系顔料。ベンズイミダゾロンイエ
ロー、ベンズイミダゾロンオレンジ、ベンズイミダゾロンレッド等のイミダゾロン系顔料
。ピランスロンレッド、ピランスロンオレンジ等のピランスロン系顔料。インジゴ系顔料
、縮合アゾ系顔料、チオインジゴ系顔料、ジケトピロロピロール系顔料。フラバンスロン
イエロー、アシルアミドイエロー、キノフタロンイエロー、ニッケルアゾイエロー、銅ア
ゾメチンイエロー、ペリノンオレンジ、アンスロンオレンジ、ジアンスラキノニルレッド
、ジオキサジンバイオレット等。勿論、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００３４】
　又、有機顔料をカラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）ナンバーで示すと、例えば、以下のも
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のを用いることができる。Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー：１２、１３、１４、１７、２０
、２４、７４、８３、８６、９３、９７、１０９、１１０、１１７、１２０、１２５、１
２８、１３７、１３８、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、１５４、１６６、１
６８、１８０、１８５等。Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ：１６、３６、４３、５１、５５
、５９、６１、７１等。Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド：９、４８、４９、５２、５３、５７
、９７、１２２、１２３、１４９、１６８、１７５、１７６、１７７、１８０、１９２等
。同、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２
３８、２４０、２５４、２５５、２７２等。Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット：１９、２
３、２９、３０、３７、４０、５０等。Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー：１５、１５：１、１
５：３、１５：４、１５：６、２２、６０、６４等。Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン：７、
３６等。Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン：２３、２５、２６等。勿論、本発明はこれらに限
定されるものではない。
【００３５】
　顔料を用いた場合、これを水性媒体に分散するための分散剤は、水溶性を有する樹脂で
あれば何れのものも用いることができる。中でも特に、分散剤の重量平均分子量が１，０
００以上３０，０００以下、更には３，０００以上１５，０００以下のものが好ましい。
インク中の分散剤の含有量（質量％）は、インク全質量を基準として０．１質量％以上５
．０質量％以下とすることが好ましい。
【００３６】
　分散剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。スチレン、ビニル
ナフタレン、α，β－エチレン性不飽和カルボン酸の脂肪族アルコールエステル、アクリ
ル酸、マレイン酸、イタコン酸、フマール酸、酢酸ビニル、ビニルピロリドン、アクリル
アミド、又はこれらの誘導体等を単量体とするポリマー。尚、ポリマーを構成する単量体
のうち１つ以上は親水性単量体であることが好ましく、ブロック共重合体、ランダム共重
合体、グラフト共重合体、又はこれらの塩等を用いても良い。又は、ロジン、シェラック
、デンプン等の天然樹脂を用いることもできる。これらの樹脂は、塩基を溶解した水溶液
に可溶である、即ち、アルカリ可溶型であることが好ましい。
【００３７】
　（その他の成分）
　インクセットを構成するインクは、前記した成分の他に、保湿性維持のために、尿素、
尿素誘導体、トリメチロールプロパン、及びトリメチロールエタン等の保湿性固形分を含
有してもよい。インク中の保湿性固形分の含有量（質量％）は、インク全質量を基準とし
て０．１質量％以上２０．０質量％以下、更には３．０質量％以上１０．０質量％以下と
することが好ましい。
【００３８】
　更に、インクセットを構成するインクには、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活
性剤、及び両性界面活性剤等の界面活性剤を用いてもよい。具体的には、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェノール類、アセチレングリコー
ル化合物、アセチレングリコールエチレンオキサイド付加物等を用いることができる。
【００３９】
　又、インクセットを構成するインクは、前記した成分以外にも必要に応じて、ｐＨ調整
剤、防錆剤、防腐剤、防黴剤、酸化防止剤、還元防止剤、及び蒸発促進剤等の種々の添加
剤を含有してもよい。
【００４０】
　図５は、インクタンクＨ１９００の内部構造を明らかにした斜視図である。図において
、インクタンクＨ１９００は、筐体１と蓋部材２で構成されるケース部材と、筐体１の外
周部に溶接され折り返し部を有する凸型シート３を備え、これらによってインク収容部を
形成する。インク収容部内には、圧力板４とこれを凸型シート側へ付与する圧縮コイルば
ね５が設けられる。このように凸型シート３を外方に付勢することによって、インク収容
部内に負圧が発生している。筐体１の一側部には記録ヘッド（不図示）へのインク流路と
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接触するインク供給口６が設けられる。
【００４１】
　本実施例では、このようなインクタンクＨ１９００を６つ用意し、それぞれに対し上述
したような異なるインクを収容させて、１組のインクセットを形成する。そして、それぞ
れのインクタンクＨ１９００が記録ヘッドカートリッジＨ１０００に装着されることによ
り、それぞれのインクがそれぞれのノズル列に供給され、記録が行われる。
【００４２】
　図６（ａ）および（ｂ）は、記録ヘッドＨ１００１を吐出口面から観察した場合の、ノ
ズル列の配列状態をインクセットの例と共に説明するための模式図である。図６（ａ）は
、６つのノズル列のそれぞれに、左から、ブラック、ライトシアン、ライトマゼンタ、シ
アン、マゼンタおよびイエローの順に吐出させるようにした状態を示している。このよう
な６色のインクセットを用いれば、ハイライト部の記録をライトシアンやライトマゼンタ
で行うことが出来るので、粒状感が低減された高品位な写真画像を出力することが出来る
。
【００４３】
　一方、同図（ｂ）は、左から、シアン、マゼンタ、イエロー、イエロー、マゼンタ、シ
アンと主走査方向に対し左右対称にインク色を対応させたインクセット例を示している。
このような配列で記録を行うと、キャリッジＭ４０００の往方向の走査でも、復方向の走
査でも、記録媒体に対し、同じ順番でインクを付与することが出来る。よって、往路走査
で記録された画像と復路走査で記録された画像との間で、インクの付与順序に伴う発色の
差異が現れず、高速にカラー画像を出力することが可能となる。
【００４４】
　本発明は、図６（ａ）のようなインクセットであっても、同図（ｂ）のようなインクセ
ットであっても対応することは出来る。但し、インクセットを構成する複数種類のインク
では、その比重もまちまちである。本発明者らの検討によれば、インクセットを構成する
インクのうち、比重が最も大きいインクと比重が最も小さいインクの比重の差をなるべく
小さくすることで、第２の混色現象を抑制できることが確認されている。しかし、特に顔
料インクにおいては、色材自体の比重のばらつきや個々の色材に適切な分散溶液の比重の
ばらつきが大きく、各成分の種類や含有量は、画像濃度や顔料の分散安定性またはインク
の吐出安定性を守ることを目的に、適切に調整されている。よって、各インクの比重を、
画像濃度や顔料の分散安定性またはインクの吐出安定性を保守しながら所定範囲内に収め
ることは困難な場合もある。
【００４５】
　よって、本実施例では、吐出するインクの比重に応じて、個々のノズル列における吸引
動作後の予備吐出回数を異ならせることにより、効率的に第２の混色現象を解消する。す
なわち、相対的に比重の大きいインクの予備吐出数を相対的に比重の小さいインクの予備
吐出数よりも大きく設定することにより、比重の小さいインクを無駄に消費することなく
、第２の混色現象を全ノズル列で解消する。
【００４６】
　以下に、本実施例の効果を説明するために、本発明者らが行った検証例を具体的に説明
する。まず、本発明者らは、本検証を行うにあたり、以下の説明に従って様々な比重を有
する複数種類のインクを生成した。尚、文中「部」、及び「％」とあるものは、特に断り
のない限り質量を基準とするものである。
【００４７】
　まず、以下に示す手順により、マゼンタ、イエローおよびシアンインクにそれぞれ対応
する顔料分散液１～３を調製した。
【００４８】
　（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を含む顔料分散液１の調製）
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）８部、分散剤２．８部、イオン交換水８９．
２部を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。その後、遠心分離処理
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によって粗大粒子を除去した。更に、ポアサイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フ
ィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が８質量％である顔料分散液１を得た。尚、前記分
散剤は、酸価２００、重量平均分子量１２，０００のポリ（ベンジルメタクリレート－ｃ
ｏ－アクリル酸）（組成（モル）比７０：３０）を、１０質量％水酸化カリウム水溶液で
中和することにより得られた樹脂を用いた。これにより、マゼンタインクに対応する顔料
分散液１とした。
【００４９】
　（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を含む顔料分散液２の調製）
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４）８部、分散剤７部、イオン交換水８５部を混
合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。その後、遠心分離処理によって
粗大粒子を除去した。更に、ポアサイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製
）にて加圧ろ過し、顔料濃度が８質量％である顔料分散液２を得た。尚、前記分散剤は、
酸価２００、重量平均分子量１０，０００のスチレン－アクリル酸共重合体を、８質量％
水酸化ナトリウム水溶液で中和することにより得られた樹脂を用いた。これにより、イエ
ローインクに対応する顔料分散液２とした。
【００５０】
　（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３を含む顔料分散液３の調製）
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３）８部、分散剤８部、イオン交換水８４部を
混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。その後、遠心分離処理によっ
て粗大粒子を除去した。更に、ポアサイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム
製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が８質量％である顔料分散液３を得た。尚、前記分散剤は
、酸価２００、重量平均分子量１２，０００のポリ（ベンジルメタクリレート－ｃｏ－ア
クリル酸）（組成（モル）比７０：３０）を、１０質量％水酸化ナトリウム水溶液で中和
することにより得られた樹脂を用いた。これにより、シアンインクに対応する顔料分散液
３とした。
【００５１】
　図７は、上記顔料分散液１～３を用いて精製した互いに比重の異なる８種類のインクの
成分を示す表である。インク１～８は、図に示す各成分を混合し、十分撹拌した後、ポア
サイズが３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過を行って精製し
た。精製後のインクについては、浮き型の比重計（商品名：標準比重計；テックジャム製
）を用い、２５℃で比重を測定した。また、ＲＥ８０Ｌ型粘度計（東機産業製）を用い、
２５℃で粘度を測定した。得られた比重および粘度の値は表の下部に示した。
【００５２】
　ここで、インク７およびインク８については、参考例として比重のみを重視して精製し
た。よって、吐出性能や保存性の点からは実使用には不適なインクである。
【００５３】
　図８は、上記精製した８種類のインクを、図６で示した記録ヘッドで吐出する際の、イ
ンクの種類とノズル列の位置との組み合わせを、シアン、マゼンタおよびイエローからな
るインクセットとして様々に振った状態を示している。
【００５４】
　既に説明したように、本発明者らの検討によれば、インクセットを構成する全てのイン
クにおける比重の差を極力（好ましくは０．０２未満に）抑えることで、第２の混色現象
をかなりの程度抑制できることが確認された。しかし、例えば、比重の差が０．０２以上
あるインク同士であっても、これらが互いに隣接しないようにノズル列を配置すれば、比
重の低いインクによる比重の高いインクの液路への流入は起こり難く、結果的に第２の混
色現象をある程度抑えることが出来る。
【００５５】
　よって、図８では、互いに隣り合うノズル列から吐出するインクの比重の差を抑えた組
み合わせのインクセット１－１～１－３と、比重の差を特に抑えていない組み合わせのイ
ンクセット２－１～２－８を用意した。さらに参考例としてのインク７および８を用いた
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インクセット３－１および３－２も用意した。
【００５６】
　表中、第１～第３のインクとは、記録ヘッド上の、どのノズル列から吐出させるインク
であるかを示しており、例えば第１のインクとは図６（ａ）のＹの位置すなわち最も右側
のノズル列から吐出させるインクを示している。また、第２のインクとはＭの位置すなわ
ち右から２番目のノズル列から吐出させるインクのことを示し、第３のインクとはＣの位
置すなわち右から３番目のノズル列から吐出させるインクのことを示している。これらは
、互いに隣接する関係にある。表では、個々のインクセットの第１～第３のインクとして
、精製した８種類のインクの何れかを対応させている。そして、互いに隣接するノズル列
から吐出されるインクの比重の差と、３種類のインクのうち、最も比重の高いインクと最
も比重の低いインクの比重の差が比重の差の総和として示されている。なお、全ての場合
において、比重の差は絶対値で示されている。
【００５７】
　インクセット１－１～１－３では、選ばれた３つのインクのうち最も比重の高いインク
と最も比重の低いインクが第１のインクあるいは第３のインクになるように設定されてい
る。そして、第１のインクと第２のインクの比重の差、および第２のインクと第３のイン
クの比重の差が０．０２未満に抑えられるようになっている。
【００５８】
　インクセット２－１～２－８では、第１のインクと第２のインクの比重の差、あるいは
第２のインクと第３のインクの比重の差のいずれかが０．０２以上になっている。また、
参考例として示したインクセット３－１および３－２では、全てのインクの比重の差が０
．０１４と非常に低い値に抑えられている。
【００５９】
　本発明者らは、図８に示したインクセットを用いて実際の記録動作やメンテナンス処理
を行い、第２の混色現象の程度をそれぞれのインクセットについて検証した。記録動作や
メンテナンス処理は、市販のＢＪ　Ｆ９００（キヤノン製）を用いて行った。本記録装置
に搭載される記録ヘッドは図６（ａ）で示した構成を備えており、各ノズル列は５１２個
のノズルが１２００ｄｐｉ（ドット／インチ）のピッチで配列している。すなわち、１回
の記録走査で約０．４３インチ幅の画像が形成される。個々のノズルからは、約４．５ｐ
ｌのインクが滴として吐出される。なお、本検証において、記録媒体には、プロフェッシ
ョナルフォトペーパーＰＲ－１０１（キヤノン製）を用いた。
【００６０】
　また、各インクインクセットにおいて、インクセットの中で比重が最も大きいインクは
インクタンクＨ１９００に対して半分の充填量、比重が最も小さいインクと比重が中間の
インクはインクタンクの最大の充填量までインクを充填して検討を行った。このようにし
たのは、比重が最も大きいインクを吐出するノズル列のリップルを大きくすることにより
、第２の混色現象をより顕著に招致させるためである。
【００６１】
　検証シーケンスとしては、まず、第１のインク、第２のインク、及び第３のインクそれ
ぞれで、４ｃｍ×２７ｃｍのベタ画像（１００％デューティ）を、互いに隣接するように
２枚分記録し、その後吸引動作を１回行った後、１０分停止した。次に、キャップ内に、
１つの吐出口当たり１６，０００発の予備吐出を行い、再び上記と同様の記録物を１枚記
録して、得られた記録物におけるベタ画像の混色の状態を確認した。
【００６２】
　この段階で混色が確認された場合は、再び吸引動作を１回行った後、１０分間停止し、
更に、１つの吐出口当たり２，０００発を加えた１８，０００発の予備吐出動作を行う。
その後、再び上記と同様の記録物を１枚記録して、得られた記録物におけるベタ画像の混
色の状態を確認した。
【００６３】
　ここで得た記録物においても、尚、画像に混色が確認された場合には、ベタ画像に混色
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が確認されなくなるまで、予備吐出数を２０００発ずつ増加させながら、上記動作を繰り
返して行った。
【００６４】
　さらに、上記と同じシーケンスでありながら吸引動作後の停止時間を、３０分および６
０分に変更したシーケンスでの実験も行った。このように、停止時間を長くすることによ
り、比重の小さいインクの流入量および流入距離をさらに大きくした状態での、混色現象
の程度を各インクセットで比較することができる。
【００６５】
　なお、吸引動作を行う前に記録した２枚目の記録物においては、何れの場合も、ベタ画
像に混色が発生しないことを確認している。
【００６６】
　図９は、図８で示したインクセットのそれぞれにおける、混色を解消するのに要される
予備吐出数をノズル列ごとに示した表である。図において、Ａ～Ｅは、混色が確認されな
い画像を記録する直前に行った予備吐出の回数に対応するレベルであり、予備吐出回数が
少ないほど（Ａに近いほど）混色の程度が少ないことを意味する。ここで、Ａは、１つの
吐出口当たりの予備吐出数が１６，０００発より多く１８，０００発以下で混色が確認さ
れなくなった状態を示している。またＢは、１つの吐出口当たりの予備吐出数が１８，０
００発より多く２０，０００発以下で混色が確認されなくなった状態を示している。また
Ｃは、１つの吐出口当たりの予備吐出数が２０，０００発より多く２２，０００発以下で
混色が確認されなくなった状態を示している。またＤは、１つの吐出口当たりの予備吐出
数が２２，０００発より多く２４，０００発以下で混色が確認されなくなった状態を示し
ている。さらにＥは、１つの吐出口当たりの予備吐出数が２４，０００発より多く２６，
０００発以下で混色が確認されなくなった状態を示している。
【００６７】
　まず、隣接するノズル列から吐出するインクの比重の差を０．０２未満に抑えているイ
ンクセット１－１～１－３では、どのセットにおいても、すべてのノズル列において、１
０分程度の停止時間では、レベルＡ程度の予備吐出で混色が解決されている。３０分や６
０分の停止時間を設けることによって、比重の小さいインクの流入を促進させた場合であ
っても、レベルＢ程度、すなわち１８，０００発～２０，０００発の予備吐出を行えば、
混色現象が解決されている。
【００６８】
　これに対し、インクセット２－１～２－８では、より小さい比重のインクがより大きい
比重のインクを吐出するノズル列の内部に進入し、レベルＡ程度の予備吐出では解決出来
なくなるような第２の混色現象が発生してしまっている。さらに、このような箇所では、
停止時間が増えるほど、比重の小さいインクの流入量および流入距離が増大するので、混
色現象の程度もＤからＥへと悪化している。一方、同じインクセットの中でも、隣接する
ノズル列から吐出するインクの比重の差が０．０２未満である組み合わせの箇所では、ど
の程度の停止時間を設けても、レベルＡ程度の予備吐出数で混色現象が解決されている。
【００６９】
　また、参考例を参照するに、３－１または３－２のようなインクセットであれば、すべ
ての場合において、少ない予備吐出数で混色現象が解決されている。これは、参考例にお
ける３種類のインクの比重の差が非常に少なく抑えられていることにより（図８参照）、
どの位置のノズル列であっても、どの程度の停止時間を設けても、第２の現象自体が起こ
りにくいことを意味している。すなわち、第２の混色現象に対する本発明者らの想定した
メカニズムが、ある程度立証されたことになる。ただし、これら２つのインクセットに用
いているインク７および８は、すでに説明したように比重のバランスのみを重視して精製
したものであり、実使用には適していない。
【００７０】
　インクセット１－１～１－３のように、隣接して配置するノズル列から吐出されるイン
クの比重の差を０．０２未満に抑える、すなわち、そのような組み合わせのインクを選択
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し、これらを適切に配置すれば、第２の混色現象はある程度抑えることが出来る。しかし
、記録に用いる個々のインクは、吐出安定性や保存性、あるいは発色性など様々な観点か
ら実使用に適するものが選択され、更にその配列についても、好適な色再現性を実現する
ように決められている。よって、隣接するノズル列から吐出されるインクの比重の差を、
どうしても０．０２未満に抑えられない場合も多い。すなわち、２－１～２－８のような
インクセットを用いる場合も十分ありうる。
【００７１】
　本実施例では、このような場合に対応するため、吐出するインクの比重に応じて、個々
のノズル列における吸引動作後の予備吐出回数を異ならせることを特徴とする。すなわち
、相対的に比重の小さいインクを吐出するノズル列よりも、これに隣接する相対的に比重
の大きいインクを吐出するノズル列の予備吐出数を大きく設定することにより、比重の小
さいインクを無駄に消費することなく、第２の混色現象を効果的に解消する。
【００７２】
　具体的には、たとえば２－１のインクセットにおいては、第２のインクと第３のインク
に対しては吸引動作後の予備吐出数を１６，０００発～１８，０００発に設定し、第１の
インクに対しては２２，０００発～２４，０００発に設定する。これにより、第２の混色
現象が起きたノズル列でこれが解決される一方、第２の混色現象が発生しないノズル列で
は無駄な予備吐出動作によって消費されるインク量を抑えることが出来る。
【００７３】
　ここで、停止時間を３０分あるいは６０分に設定した検討については、比重の小さいイ
ンクの流入量および流入距離をさらに大きくした状態での混色現象の程度を、各インクセ
ットで比較するために行ったものである。しかし、通常のインクジェット記録装置では、
吸引動作を行った後に比較的直ぐに予備吐出動作やワイピング動作を連続して行う。よっ
て、実際には１０分後の停止時間に合わせて、予備吐出数を設定すれば十分と言える。
【００７４】
　但し、個々のノズル列においては、インクの比重の他にも、インク収容部の個体差や、
温度や湿度のような環境条件、あるいはインク収容部内に残っているインクの量などの影
響を受けて、第２の混色現象の程度が変動する場合も考えられる。また、メンテナンス処
理の中に含まれる吸引動作、ワイピング動作、予備吐出動作のそれぞれが行われるタイミ
ングは、記録装置の構成や様々な条件によって変化し、吸引動作が行われてから予備吐出
動作が行われるまでの時間も一律には決まらない。よって、吸引動作後の予備吐出数を実
際に設定する場合には、様々なばらつきを包含できるように、ある程度のマージンを設け
ることが好ましい。
【００７５】
　上記検証例では、３つのノズル列から３種類のインクを吐出させる場合に、２段階の予
備吐出数（レベルＡおよびＤ）で対応する例で説明した。しかし、実際の記録装置におい
ては、より多くのノズル列からより多くの種類のインクを吐出する構成上、隣接するノズ
ル列から吐出するインクの比重の差も、様々となることが想定される。このような場合に
は、より多くの段階（３段階以上）の予備吐出数によって対応することも無論可能である
。また、ノズル列ごとに予備吐出数を最適化し、全てのノズル列が互いに異なる予備吐出
数に設定される形態であっても良い。
【００７６】
　また、本実施例では、互いに隣接するノズル列が吐出するインクの比重の差を０．０２
未満に抑えながらも、即ちインクセット１－１～１－３を用いながらも、更に個々のイン
クの比重や残存するインク量に応じて吸引動作後の予備吐出量を調整することも出来る。
どのような組み合わせのインクセットにせよ、複数種類のインクを用いれば、隣接するノ
ズル列が吐出するインクには、多かれ少なかれ比重の差が存在し、ある程度の第２の混色
現象は発生する。隣接するノズル列が吐出するインクの比重の差が大きいにせよ、小さい
にせよ、その差に応じて適切な予備吐出数がノズル列ごとに設定されていれば、本発明の
効果を発揮することが出来る。
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【００７７】
　また、インク収容部内に残っているインクの量は、実質的に密閉状態となるインク収容
部の場合には、吸引動作前後のリップルひいては第２の混色現象の程度に大きく影響する
。よって、以上説明した実施例においては、インク収容部に残存しているインクの量を予
測する手段を設け、インクの比重に加え、予測された残インク量に応じても、予備吐出数
が調整されるような構成にしても良い。また、特許文献９に開示されているようなインク
収容部の負圧を推測する手段を設け、更にこの負圧に応じても、予備吐出数が調整される
ような構成にしても良い。更にまた、特許文献７や特許文献８に開示されている技術と上
記実施例を組み合わせ、他色インクが混入することによって見た目の色相が変化しやすい
インクであるか否かに応じて、予備吐出数を調整しても良い。
【００７８】
　以上説明した実施例では、実質的に密閉状態となるインク収容部に顔料インクを収容し
た形態のインクジェット記録装置で説明したが、本発明はこれに限定されるものではない
。本発明が課題とする第２の混色現象の程度は異なるが、多孔質部材を収容し大気連通口
が供えられたインクタンクを用いた場合であっても、また、色材として染料を含有した染
料インクを用いた場合であっても、本発明の効果を得ることは出来る。
【００７９】
　また、上記実施例では、各色を収容したインク収容部を個別のインクタンクＨ１９００
として、ヘッドカートリッジＨ１０００に着脱可能な形態で説明したが、無論このような
構成も本発明を限定するものではない。例えば、インク収容部の複数を１つのインクタン
クに収め、当該インクタンクと記録ヘッドを一体化した構成のヘッドカートリッジであっ
てもよい。更に、インクタンクが記録装置内の所定の場所に固定され、チューブなどを用
いて記録ヘッドのそれぞれのノズル列にインクが供給されるような形態であっても、個々
のインク収容部の負圧を利用して吐出安定性が保たれていれば、本発明の効果を得ること
は出来る。
【００８０】
　更に、以上説明した実施例では、予備吐出の発数を制御することによって、ノズル内の
インク残渣を排出する量をコントロールしたが、本発明は、このような排出量を制御でき
る他の手段を利用することも出来る。例えば、個々のノズル内に配置されている電気熱変
換素子に印加するパルスの形状のような駆動条件を調整することによって、予備吐出によ
るインク滴の体積が変調され、その結果、排出量が制御されるような構成であってもよい
。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明の実施例に適用可能なインクジェット記録装置の斜視図である。
【図２】インクジェット記録装置の内部機構を説明するための斜視図である。
【図３】インクジェット記録装置の側断面図である。
【図４】本発明の実施例で適用する記録ヘッドカートリッジに、インクタンクを装着する
様子を示した図である。
【図５】インクタンクの内部構造を明らかにした斜視図である。
【図６】（ａ）および（ｂ）は、記録ヘッドを吐出口面から観察した場合の、ノズル列の
配列状態例をインクセット例と共に説明するための模式図である。
【図７】顔料分散液１～３を用いて精製した互いに比重の異なる８種類のインクの成分を
示す表である。
【図８】精製した８種類のインクを記録ヘッドで吐出する際の、インクの種類とノズル列
の位置との組み合わせを、インクセットとして振った状態を示す図である。
【図９】図８で示したインクセットのそれぞれにおける、混色の程度をノズル列ごとに評
価した結果を示す表である。
【符号の説明】
【００８２】
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　　　　　　１　　筐体
　　　　　　２　　蓋部材
　　　　　　３　　凸型シート
　　　　　　４　　圧力版
　　　　　　５　　圧縮コイルばね
　　　　　　６　　インク供給口
　　Ｈ１０００　　ヘッドカートリッジ
　　Ｈ１００１　　記録ヘッド
　　Ｈ１９００　　インクタンク
　　Ｍ５０００　　ポンプ
　　Ｍ５０１０　　キャップ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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